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 （様式１－表）　　　　　　　　　　令和８年度　　特色ある学校づくり推進事業　計画書

※分野【a︓国際交流・国際理解、b︓地域連携、c︓自然体験、d︓環境教育、e︓学力向上、f︓交流体験、g︓福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、h︓伝統文化、iその他（　）】から選ぶ。
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ふるさとのひと・こと・ものに愛着をもち、地域を拓く子どもの育成

サブテーマ　　　　ふるさと学習・城山学習を通して、子どもの社会力を育てる
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　本校がある小原地区には、「小原和紙」「打ちはやし」などの伝統文化が現在に伝わり、文化継承の拠りどころとなっている。また、「四季桜」は小
原地区で愛されている植物であり、毎年１１月には「四季桜まつり」が開催され、小原地区の伝統行事となっている。
　しかし、年々過疎化・高齢化が進み、小原地区の児童生徒数は減少してきており、地域の活力が失われつつある。そのため、人と人とがつながっ
てよりよい社会（地域）をつくろうとする力である「社会力」を小学校段階から育てることが大切と考える。
　そこで、小原地区の伝統文化を学び継承すること（ふるさと学習）、地域の「ひと・もの・こと」を生かした学び（城山学習）を通して、子どもたち
の地域理解を深め、地域への誇りや愛着を育てる。また、自分たちのふるさと「小原地区」の未来を考え、より豊かで住みよい地域へと発展させてい
こうとする児童の意欲を高めていきたいと考えている。
　さらに、地域をよりよくするために、学んだことを積極的に発信したり、地域に働きかけたりするなど、地域の役に立つ活動や地域を発展させる活動
に取り組むことで、子どもたちの「社会力」を育てていきたいと考えている。
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〇ふるさと学習として、地域や本校の伝統文化である「小原和紙」「本城打ちはやし」を取り上げ、活動する。
①「小原和紙」
・発達段階を考え、全学年で小原和紙を取り入れた個性豊かな作品作りに取り組む。その過程で、地域講師の指導を受けながら、和紙制作の
伝統的技法を学び継承する。また、完成した作品は、「小原地区子ども和紙作品展」に出品し、地域の方々に子どもたちの取組の成果を見てい
ただく。
・６年生を中心にして、全校児童が「軽トラあんどん」作品を和紙を使って制作し、地域を盛り上げる活動に参加する。
②「本城打ちはやし」
・約４０年前に豊田市日面町の「おはやし」を習ったことで始まった「本城打ちはやし」に、全校児童で取り組んでいる。運動会、四季桜まつり、卒
業式などで発表している。また、「打ちはやし」の演奏や発表を通して、「社会力」「表現力」を育成する。

〇城山学習として、地域の「ひと・もの・こと」についての学びを生活科や総合的な学習の時間に位置づける。
・米づくり、野菜づくり、四季桜、小原和紙、小原地区の史跡などについて、地域の方から学び、地域理解を深め、地域への誇りや愛着をよりよくし
ていく活動へとつなげていく。
・前期…学年テーマに迫る課題を設定し、地域素材にかかわる学びを通して、追究を深める。
・後期…学んだことをまとめ、発表方法を工夫し、学習発表会等の場で学びの成果を発表する。

・心の相談員
・体力向上補助指導員（未定）

実
績
・
期
待
さ
れ
る
効
果

①「小原和紙」や「本城打ちはやし」という地域の伝統文化について体験を通して学ぶことで、そのすばらしさを実感し、その技能を身に付け、自分た
ちが住む地域（小原地区）に愛着と誇りをもつようになる。（「We Love 小原」「We Love 本城」の気持ちがもてるようになる。）

②「打ちはやし」では、篠笛の吹き方や太鼓の打ち方などを上学年児童が下学年児童に教えるという子ども同士のかかわりを通して、温かな人間関
係を築けるようになる。また、保護者や地域の方の前で発表する体験を通して、児童は表現力を高めるとともに、地域の活性化に役立っているとい
う自己有用感を感じるようになる。

③地域や地域の人から学び、その生き方に触れることで、キャリア教育を推進する。また、子どもたちはお世話になった方への感謝の気持ちをもつとと
もに、地域がよりよくなってほしいと願い、そのための方法を考え、地域に発信したり、実際に行ったりするようになる。
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〇「和紙制作」「打ちはやし」城山学習」等について、児童の取組の様子、学校外部評価（地域や保護者の声）などから、児童の「ふるさとへの
愛着と誇り」「表現力」を育てることにどの程度有効であったかを検証する。

〇「学習発表会」を実施し、学んだことを発表する児童の姿から、児童の「社会力」を高めることに、どの程度有効であったかを検証する。
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　◆補助員配置予算書
希望補助員番号 職　　種 週の数／年 年間時間 予算単価 報酬 勤務目安

2 体力向上補助指導員 32               128              2,000  2,000   週1日

8 心の相談員 32               384              1,000  1,000   週３日

円

　◆事業予算書

円

補助員
(Ａ） 円
事業費
（Ｂ） 円

総額（Ａ＋Ｂ） 円

（様式１－裏）　　　　　　　　令和８年度　特色ある学校づくり推進事業　予算書

総額（補助員Ａ＋事業費Ｂの合計） 725,000                      

予算上限の目安 725,000 

週時間 年間金額
4 256,000     

12 384,000     

補助員合計（Ａ） 640,000  

費　　　目 金　　　額 摘　　　　　　要

報償費 51,000                              ・和紙講師謝礼　　6,000円×６回＝36,000円
・地域講師謝礼　　3,000円×５人＝15,000円

消耗費 23,000                              

・和紙制作活動
　　　和紙材料、薬品、容器など　　　15,000円
・城山学習
　　　栽培活動（苗、肥料、土、ネット、プランターなど）　4,000円
　　　米づくり活動（肥料、袋、道具など）　4,000円

手数料 11,000                              
・耕起代　5,000円
・稲刈り代　5,000円
・精米代　1,000円

事業費合計　（Ｂ） 85,000                           

640,000

85,000

725,000


